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山口玄洞のことどもと公共奉仕山口玄洞の生いたち
山口ムぷ洞は文久一二年十月十日に生れた。文澗は尾道の久保町に住んでいた山口市対安を父とし、一}一一保帯の近藤家から嫁いで来た節女を母として、その長子として生れ、幼名を謙一郎といった。山口家の祖先は九州島原北目多比泉村の混泉神社の社家で、植木姓
Jを名梁っていたが、社家の三代目が分家したのが、腕木甚左衛門信直で、寛文七年五月八十歳で没し、そのふハ代目の制的義政は弟の光信に家をつがせた。照的は島原 鼠敷内にまつつであっ 稲荷神社の位をうけるために京都の伏見稲荷に参詣しようとして そ 途中で船が難船し、
に土若することになる。そのためそこで夜業を開き、山口
姓を名乗る。土居町にて代々医業を仔うかたわら終日間をも商なう。その一一一代関寿安諮問川は久保町に移る。野安は医は仁術なることを心がけ、信仰心も厚く、
しばしば賞者をたすけた。
その長子謙一郎も混和なたちで、両親もいたく可愛がり、仏道の有
難いことを教えていた。
しかし何分にも尾道が船岩場で教育的環境と
宮
本
叉
次
してはよくなかったので、謙一郎の九歳のとき、父は山仰をへだてた伊予の厳域ぬの
におくつて学ばせた。父は仁医であったので、家
計も担かでなく、学資も充分に送れないため、愛児のために好物の消をやめたほどであった。
また機会あるごとに計陥をかきおくつた。
ちまで文澗はそ 手紙を大切に保管し、
の巻物として永く山口家
に秘蔵した。
はその一つで拙編吋山口玄八十年史』にその
ん士一文を写真で入れておいた。礼節上のこと、衛生上のこと、思想上の」とまで、鍛に入り、制に入ってかいている。
「朝夕神様止な御拝み河
被成候←山市
L
と信仰心をうえつけている。
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郊は内海の離れぬにて浪の
に故郷をしのびつつ勉学していた。
十五歳(明治十年)のある日父長逝の報をうける 父は間十
であっ
た。謙一郎は早速退塾して帰り、遺産とてもない 、
一時荒物を間
車につんで行商などをしつつ、ほと四人の弟妹の而倒な見ていた。明治十一年ほの許しを得て、大抜本町四
の心斎橋筋東入るの
という洋反物店に了稚奉公することとなり、前助と呼ば る身に る。明治十四年十八歳の容を迎えた清助は店主の一依頼をうけ、得意先の
の
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気受けもよかったが、土厨諮問助は綿、不ルのブ?ーヵーを主とする洋反物産であって、
の営業状態は必ずしも良好ではなかった。十九
歳の時不幸にも閉店する羽目となる。その翌日まさに閉店するという時に、清助をいたく信頼していた鳥取の客人が千円を部けて品物止を調達するように依頼して京都に旅立っ 。あたかも清劫は閉店と知って、ただちに客をおって京都 赴き、その金を返し 所、第人は非常 よろこび清劫の将来について心ぞえをしてくれる。
った清助
は数人のものと共に鳥取商人の宿屋であった泉甚の二階十
畏の部屋
に合宿して、
年聞はこれまでの信用をもとにして、当時っトン
、
ど
L
といわれた、
いまのブローカー業を営んでいた。
正直と勤勉とを
忘れなかったので はじめは鳥取の人遠のくる旅人宿 商人宿なまわっていたが、平くも余力が出来るようになり、得意筋の戸援もあったので、明治十五年には伏見町志丁目、横堀一一丁目(筋進橋東訟の角)の地に、関口一間半という小さい店舗を し、洋反物高山口商店を開業し拘
-o
ふれ
洋反物商の閉店
開業向の備品として一円一一
O
銭
一本と算税と長帳の
いまものこっている。帳簿は明治十六年からのものがあり、当時 状況を窺える。拙稿吋山口玄八十年史ゐ中にその帳簿をもって営業状態を分析しておいた。当時洋反物'河(庶物屋)の取扱い商品は全部輸入品であって、すべて外開高館の手を経て輸入されていた。洋反物 問屋
仲間只小売商の手をへて、
般需要者にうられた。関口肢は引収監とも
6 
いい、外関商館から買いとった商品を輸入箱のまま鋳売りをなし、仲同氏は
と称し、問屋より供給をうけ、
反づっ各地方の顧客に
競売した。小売屋は切売りを専門 していた。清助は地方の顧客の注文をうけて問毘から当該 品をかい、その客に売りわたしたのであるから、仲買人に属した。開業そうそうの時は、さきに一千円を返却したので、感謝された鳥取の一胤容が第
の得窓先で、その縁故によって鳥取の容が多かったが、
地方商人としては外関
E閉館から直接に仕入れるよりも、こうした清助
のようなも の手を介して、取引する方が絡安であったので、次第
るようになった。
そこでやっと前途の望みも出来たので、国一万からほと弟の随三郎、
妹の一一一人止を引取り、店員も争ー士一江川叶
Hυ
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丸、
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引
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一名おいて、家業に精を出した。山市助
、昼間には出丈を引受けて、依頼口問を整加し、夜間
にはそれらな荷造りして、全く不眠不休で頑張った。
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ふーか汁
で
の資本止をかち得た。この頃「舶米
L
がすなわち「
と枇
人は考えていて、納米口川に対する信仰が強かったので 向日聞を安くさえ仕込めば必ず儲かったし、洋反物商は大阪ではハイカラな職業と考えられていた。
腕入品は横浜・神戸の外阿部館に頼っていたので、当時の引取毘も
洋反物商も力弱く、註輸入をこころみるものもないではなかったが、その勢力は外悶同館には速く及ばなかった。
そのため外関商館は勝手
したので、洋反物産もついに黙しきれず、外向
z開館の
暴一皮不遜に対し、団結の威力をもって拭争することとした。その一つのあらわれとして大阪における指折りの洋反物商が十軒ばかり集って組合をつくり、
モスリン・トラストとした。
しかし残念なことに山口
臨時にはまだこれに加盟するだけの資格がなく、それからとりのこされてしまった。このため商品の仕入 も、販売にも多大の不便 あった。こんなとき幸いにも、このモスリン・トラストと不調和になっていた神戸のイリス商館、が、山口商店に好意をもって特別提供をしてくれたために、
かえって自由に仕入れが出来、
一段と発段した。
明石喜代治や新宅の妹勝山口嘉蔵も一心一体となって裕闘し、店も
手狭となり、ニ十五年には淡路町五丁目にかなりの店舗 借受 、店員十一一一名、女中二人をおく。このころ京都市錦小路東淵院東 ル室五郎兵衛の長女政子を迎えて結婚 た。結婚の届出では明治二十六年二月六日になっていた。
刀すキ
y
n清戦争で毛布・服地・金巾・モスリンの広幅物の洋反物はまた家
ったので、買上げられ、山口商自は順風に机なあげる。明治
十九年一二十四歳で、山口家四代として家名をつぐこととし、玄加を襲名した。
明治一一一十一年一一一十六歳のとき、本町
一一十四番地に土地を求め
て、店舗を新築する。 一一十四年五月 は一一十四年ぶりではじめて尾道に立ちより、先拐の慕にまいり、尾道市役所を訪ねて関市の女子高等小学校に一万円安}寄付 この日の出の山口商活
には支配人豊
間利一千がおり 備中五品の出身、よく店員の訓育につとめたが七歳で早死したのには玄澗の務胞が大であった。
玄澗は一一一十七年には多額納税者となり、九月その互選によって貴族
も当選したが、一一一十九年九月満二カ年で辞任している。この
ころ一二十四銀行取締役、大阪織物同業総合初代組長、共同火災駐在役
モスリン
などに就任し、その後も泉尾土地会社、尼崎紡樹、毛斯倫紡績、大日本紡街、大阪商事など 重役としても手腕を掠った。
日露戦争後の発展と自家加工
更紗・金巾の製織は大阪紡級・天満織物・金巾製織らにおいて若手され、迅速なのびを示した。要するに舶来織物及びその模造口聞は、外国口問あるいはその類似品に対する京目的迎合ということ あったろうがまた枇人の…般的な晴好に投ずることもあった。明治一一一十四、
五年頃
からこの稲の商品の供給は内地需要に対して ら不足音米し、
日
露
i~X 
争後には務総の仲間以に伴い、海外輪出方捕にも新機軸を現出するに至った。綿紡・毛紡が台頭すると染色業もこれ 附随して生れた。そて明治の末年には輸入口仰を制圧するまでになった。 か 染色(柄引札び御一地決一切)の権限 洋反物商(輸入端物仰向)がもっていて、
また綿
毛ルルハに、
生地の買付をなして染工場
(染色淡及び絞染業符)へ委託加工
の指令を出して、
加工販売をなしたのであった。
そしておいおい潟叫
外にも輸出しようとした。
こんな情勢の下で、
勢い自家独特の商品
(柄・然地)が物をいう時代になって来たので、
玄洞も常に他店よりも
よい染めにつとめ、丈尺なども定尺より余裕をもたすことをきびしく唱えて実行した。
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また日清戦後は大阪の川口の中国入居間地から雑綿を買いつけていR叩守山i
、
φhy
刀
日露戦争後にはとくに中国貿易に注目し、応の明石佐太郎を担
任者として川口への藷売にのり出した。そのころ中国本土では永年船来口川を使用して来た関係もあって、わが悶の加工綿布の関産品はいくらすすめても見向きもしなかった。
ただ雑綿布、泉州のや尾州の格子
織は値安であったので、買注文があり、和歌山の形染綿布などに注文があるばかりであった。
しかし玄洞は辛抱づよく取引をつづけ、これ
がのちに山口商店が第
次世界大戦当時本格的に海外輪出開拓への下
地となった。
四
玄湘の備後町進出と引退
玄淵の社会的地位の向上とともに、山口部店も膨脹し、店舗も狭院
となったので、大正元年十二月に現在の備後町四丁目 角地に大店舗を新築して移ることになる。備後町店の一階の内部は店主の坐る位置から全部見わたせるようになっていて、玄洞の指揮はずみずみまでに及んだ。このときはすでに百数十名の店員があり、業務一坊はこれらの人々 よって充分果たされたが、ま洞は依然として店務を総括して、朝早くから起床して水風日をあびて、
五体を清め、神仏に祈って商務を見た。
京洞の多忙は余人の想像をゆるさぬも であった。土地や家屋の畏入れも相当に多かった。玄洞は先頭に立 て商売につとめ、必要な臨
眠さえもとれず、時々不眠症にもなり、
ついに大正六年に京都河原町
広小路の本邸に引退することを決意し、大阪の活は株式会社組織に変
8 
吏し、多年法陶した上級店員に一任することにした。
五
玄洞の精神と経営方針
玄淵ははじめ株式会社山口
'M開店を資本金五十万円をもって発足させ
る積りであったが、総会直前にいっきょに仲間植の百万円で発足させている。玄洞の実業人としての活躍は五十六歳で一応終っ
、
wyぐの
活で投ぬ て来た精神は誠実と堅実による信用であった。
またもって
生れた商才に運も働いてい
中古品洞の場合日清・日露の戦争が山口商店を飛躍的に発展させるもとになっているが、玄細川は「物事は思うようになっただけでは成功はむっかしい。思 がけぬことがなくては、成功したり、金がたまるものではない。これには機会というものがあって、常に
歩先を心がけて、
その機会をとらえる必要 ある。矧事 ま 然りで、思いもかけぬ災制怖が起こって大失敗するのである。あらかじめこれに備える心がけが肝要である」
っている。彼にあっては誠実・信用と商才とは矛馬
していなかった。
しかもその商才は投機的なものではなかった。支洞
は削引退するまで全部現金取引で、
一度も手形を発行したことがなかっ
たというのもその一聞であった。営業上ではことに得意先については差別をつけてはいかぬといい、たとえ小家の取引先と っても決して組略に てはいかぬ。むし
遇すべきだといって訓戒を与えていた。それは詑業員に対しても同様であって、小店員といって軽んぜず、平等に引をかけていた。
このような玄洞の活動の蔭には政子夫人の内助の功も大であった。
政子夫人は明治二十五年二十
で嫁して以来、ただに家計の切りも
りをするだけ はなく 多数の住みこみ店員の位話、女中や別家の人たちの教脊・親睦 おろか、晩年には文洞が而舗をみた寺院の経営の社詰までなし、賢夫人の聞えが高かった。
ム
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晩年の玄、洞の信仰生活
玄洞は大正六年の引退後は信仰生活に入り、事業にはほ按関係することなく、時折り山口商践の運営に助一一一討を与える程度であった。引退後玄洞は下鴨あたりを散歩し、ときには上賀茂にも足を ばしたが、ある日百万遍で福住矧学部を知り、間郎を同行として称名念仏をはじめ、
ついに念仏の一一一味境に入る。この初発心の地百万遍境内に
修道院を建立した。大正九年ごろには近江坂本の奥、飯窓谷の長寿院にたてこもって念仏の浄行に親しみ、その隣地に松禅院の復興をなす。
一方、京都紫野の大徳寺で、専門道場の師家昭陰和尚に帰依して、
大いに禅門の宗風に償問ほし始める。また大本山出方広守派 管長間宮川火宗和尚を知ってからは、禅的陶酔を感じ、念仏と禅とを併修し、
いわゆ
る思議坐禅の猛打を行った。そし 文 洞は間宮和尚刊に酬ゆる気持から、遠州奥山方広 寺に一一一重塔を建立して「如法写経会」を設立し、京都に山口仏教会館を建てた、巨額の基金 添えて 和尚を館長に迫えた。
「加法経」とは如法に法翠経をかき写すという意味であって、
とは、厳溺にして敬皮な法華経誤写の法儀をさし、如法塔ま
たは如法常一とは計写した法華経を奉納する蛍搭の名称である。文洞は桃川の如法川町一社が雑車のしげるままにまかせられていること
を知って、写経会の復興と如法設の再建 発願した。大正十一年七月八日より十閉臼まで復興第一四の 続会会}願主となって厳修した。慈党大前の定めた作法によって法京経十数〕を浄写した
c
さらに大正十五年には坂本の問教寺で、別附大念仏会を設け、昭和
四年には古知谷の阿弥陀守で毎夏一週間にわたる光明念仏修設会を能し
一会に二二
O
人の結衆を得ている。
その他玄洞の建立した府県一搭は枚挙にいとまもない棋であるが、就中
限醐大伝法院大講党と神龍寺金山県と延照寺阿弥陀堂 一一つはなんといってももっとも努力をはらった大作である。盟問寺では中心建造物たる大講堂の外、弁天堂・不動堂
関裂寮・総門・学寮・地球蛍・伝法学院本館など突に九棟に及ぶ。ここで昭和五年四月限糊天皇一千年御忠大法要が行われた神詑寺には見沙門堂品Lf\
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サノ向山中
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五大堂の右手に数十段の石段をふまえて朱色の金堂がそびえている。比叡山延踏守阿弥柁堂は大講堂此のうえ、法議
寸前川山
???i日Jがi
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総持続の旧祉にあたり、山地を削ってたてられたもの。この堂は比叡山間創千百五十年を迎えるにあたり、昭和十年に玄湘が寄贈したもので中める。玄洞は大衆を教化するには、景勝地に伽監を整えて境地説法すべきである。整備された美しい伽聡があって、
M-wn
がついている現地を訪
れるとき、如仰な 悪人といえども、粛然として襟 正すであろうとし、境地説法は説教者の百万語にも勝ると考えたのである。たびたびの伽臨寄進の評判がたつたとき、伝手をもって閉方八万から嘆願が殺到した。
しかし玄洞は寄進するには、その寺の由緒正しい
こと、景勝の地にあるこ 、住職の人口問がすぐれてい ことの一一一カ条を掠則 して守った。このような条件を具えてい
々には自分から
願い出てでも建立した。暁願があれば何処でも建 るというような安易なものではなかった。
しかし気が進めば、決河の
いで建築にとり
かかった。実業界にあったときの決新郎行と同じであったと う。この頃玄洞は毎朝一二時に起床、結衆はもとより小防長や下男まで本
堂に列肢させて
かに称名した。玄洞はこの念仏修器にこ
人格をつくるものありと確信していた。昭和二年ごろから毎年 山口ぃ同市の一新入社員を、自分が寄進再興し 坂本 安養院と木邸に半数ずっ、交付税にて寄寓させた。日目念仏修行のかたわら、炊事や掃除もさぜ、
丁稚学止なもたたきこ
み、この試練にたえたものを山口商店の店員として大阪に送りこみ入府させた。ともかくも念仏の大道を学内に守一拐しようとするのが玄澗の本願で
あっ
咋人トいこふ
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の府間よ
りと主張し、もつつけた
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昭和四年十二月
大阪の山にて遺訓をなした。そのハム丈は拙…制町山口玄八十
におさめておい
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111 仁l序生病院(のち絞火医学部111 仁JjrrjflH
とた立ったが，病院改築のとき以後した)
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にて大往生を遂げた。新尿病と腎臓病の
にて、年賀に参集した別家や上級市川口一
で避けよ
L
とさとし、なお「主役や幹部のものはよく一一一百
の店兵とその家族の前途を見てやれ」と訓誠している。
の
J七
玄洞の寄付行為と社会奉仕
文制はその裕凶努力によって
に投じ
た財庄の多くを公共事業や慈
晩年にはとくに寺社に寄進した。
玄潟はしばしば親 忠、人々のおかげ、国の思を説いた。自分の成
功はおのれの努力もさることながら、
いかに
の恩恵によるところ
が大、きいかを折にふれて感じていた。
C1:
ミ:
斗丘町市ヵ、刀カ
い時期から公共
のため諸方聞に寄付するようになったのもそのあらわれであった。
昭和における寄付金主といわれ、その
は「捨てるために
もうけた人であっ
その初期には学校への寄付が多かった。明治
十四年五月、二十数年ぶり 帰郷したとき箆滋の女子高等小学校に一万円を寄付したのを手はじめに、明治年間には大阪船場小学校、早稲回大学・大谷派女子学校・日本女子大学など四件の寄付を行った。た大正年間には早稲郎大学・麗応義弘、定道市出火器釆補腎学校(設立および経営法金ご一回、京都大学山口礎学資金への五件があ 。昭和になると京都府立第一高等女学校、 津市暗所小学校 二問、京都府立第一中学校、大阪大学敏生物病研究所二回 京都家政高等女学校への七件の育英卒業寄付止を行っている。病院への寄付や低所得のため治療を充分に受けられない人々のため
病院の設立など誌療方同への貢献も大きい。父の寿安が仁監で、貧乏工、、、fl
ノカ
おさな心にこの方剖への関心が
とらぬ方針であり、
強かったのである。
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四十四年には思賜財団法生会へ寄付し、
大正七年には財団法人山口厚生病院の設立資金に百万円を搬出している。さらに大正十一一一年には広島県片山病撲滅組合及び京都岩倉病院へ、
には再度済生会へそれぞれ寄付をしている。大正十一年には足
道の市民多年の願望であった上水道敷 にさいし、その
五千
円を寄付した。こ 外大正七年の米騒動 とき大阪市および京都市へニ万五千円を寄付し、関東 混災、奥丹後震災などにも議担金をよぜている。昭和九年には北海道函館火 の義指もしている。箆道市の
業補門学校には大正八年設白及び経常茶金を山山し、尾道商業実務学校となったときにも寄付しており、
のち向校は尾道市立閉山徳商業学校と
なる(りも市立出向山やや校)。
大阪でもいろいろ寄付してはいるが、特記すべきは山口
である。
ま
大正じ年六月、財同法人山口厚生病院の設立資金として百万円を酸
出した。この内二十八万五千円は同病院の刻業資金に、七十
万五千
刊は維持資金にあてられた。この病院の
は治療伐を支弁すること
の出米ない低所得の不幸な忠者を救う めに建てたものである。文相はこれらの人々が病院 はいりやすくする 玄関 造り方までも気をくばり、その入口が道路より向くならぬよう指悶し
であ
った父の忘をついだものであろう。大正 一年十月務成、その管理を大阪医科大学に依頼し
のち大阪医大は大阪帝間大学医学部となり、
政府に移管され、短立上財団法人を解散し、附和 年七月七日政府へ献納の
り、大版大学によって経営されることになった。この
敷地内の…部 江戸時代中津藩 蔵原敷があり、そこには相沢諭吉生誕のうぶゅの井一戸もあった。
いまはこわされて阪大関属病院敷地の一
角になっている。
昭和四年大阪医科大学では
郎博士が中心となり、大阪
地方が外来伝染病の門戸になっている事情にかんがみ、その対策とて微生物病の総合研究会}かね、防疫治療に閲する特殊機関設立を主唱した。大日本紡結社長菊池恭三はそ 他有力者とはかり、その創設資の支出を山口厚生 院の設立者たる玄淵 依頼した。玄、制は
の
111 口玄澗のことどもと公共洛仕11 
を寄付した。玄潟と菊池は親交あり、このようになったので為る。明和八年二月医学部付属病院の東隣に鉄筋コンクリノiト造五階建、
延八五三坪の建築に若手し、翌九年九月に竣工したので付属の家具も備えつけ、これを大抜大学に寄付し、般生物病研究所とした。古武弥四郎が所長に就任し、細菌血清学部 妨疫学部、寄生虫病学部がされる。
これより先、佐多愛彦学長のとき、竹尾治右衛門の提供により成立
した財団法人竹尾結核研究所は昭和八年 一応解散せられ、篤志家の寄付で出来ていた特殊皮府病研究所とともに、撒生物病研究所に合併された。その後研究部門は次第に明設されて、真正細菌学部・ウイルス-細菌化学部・防疫学部・化学療法研究部・寄生虫原虫学部・感染病理学部・竹尾結核研究部・搬研究部・臨床研究部の十部 なって発展したが、
いまは阪大千里山キャンパスに移っている。
まことに玄洞は
大阪大学の一大思人といってよい。なおかヘ一滴の末女、幾子 婿となった医学博士、理学隙士山口左仲は勤務をもたず、寄生虫の研究に没頭して たが、
その研究と生活を支
えたのは政子夫人の援助によるものであった。玄澗には一一… 養子、があ
り
一人は東大法学部、次は間山大の寄生虫の教授、その一人は微研
の教授であった、玄洞はそれら 鰯 も金銭的に援助していた。こうした議行にも玄洞は誇示せず、むしろひそかに行 う方であっ
たからそ 外洩れているもの 少なくない。
『称禅院略伝』にも、拙
稿『山口玄八十年史』にはあたう限り網羅的 はかいておい から見
てほしい。
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終戦後山門
μ部店は一一十周年八月に株式会社山口玄に切りかわった。
には養嗣子東京農業大学出身の山口三郎が襲名して山口玄洞と
なって就在した。一一十六年山口玄洞が代表取締役として社長になってもおり、昭和
月戦災にて本社は全焼したが焼けのっこた倉時
内にて業を開始した。その後経々中山引業は復興して昭和
王子
に欽筋ピルな相ついで完成した。〔参考文献〕叶称州付税同町伝』。官本又次・安川州市一切吋山口玄八十年史品。~日本
χ
次『大阪商
人太平記弘明治後期総下。宮本又次吋開問財界外山
5
戦前
MMo
コ氏以一史
h
附出
光巻人物稿。貸本又次
yf
タ』。
(みやもと
またじ
大山肌大学名投教綬)
